
第97号 平成21年７月17日（2）狛 江 の 教 育

各学校は、地域の特色や学校の歴史、児童生徒の意向等を生かした特色ある教育を進めています。

本年度は各学校で主な重点事業を次のように進めています。

（学級数及び児童・生徒数は７月１日現在のものです）小学校

特色ある主な教育活動学校名、校長名・副校長名等特色ある主な教育活動学校名、校長名・副校長名等

・言語力の向上を目指して週１時間の言語活動実施

・３年生以上に国語辞典を常時携帯させ授業で活用

・朝読書と『六小の100冊プロジェクト』の実施

・サマースクールの充実（算数検定実施）

・多摩川の環境を生かした総合的な学習の時間

・保護者や地域との協働による安全パトロール実施

狛江市立狛江第六小学校

校 長 森 永 ひさぎ

副校長 榛 原 紀 子

児童数 524人

学級数 16学級

・復習の時間、朝自習、サマースクールを活用した

基礎･基本の充実

・地域との交流事業、地域美化活動の実施

・異学年・異学級交流、通常学級と特別支援学級と

の交流

・コミュニケーション能力の育成

・多摩川等を活かした環境学習と鼓笛隊活動をとお

した地域との交流活動

狛江市立狛江第一小学校

校 長 奈 良 佳津志

副校長 鬼 村 哲 志

児童数 540人

学級数 18学級

（通常学級16、特別支援学級（固定）2）

・高学年の教科担任制と少人数指導

・多摩川の自然を生かした教育活動

・『いずみ班』による縦割り班活動

・日本の伝統・文化や音楽を取り入れた体験活動

・東京都教育委員会人権尊重教育推進校としての取

組

・夏季ワークショップの開催

・小中合同いずみの日の実施

狛江市立和泉小学校

校 長 鈴 木 みどり

副校長 高 畑 朋 実

児童数 539人

学級数 19学級

（通常学級17、特別支援学級（通級）2）

・読書活動の充実（矢崎山文庫 本の読み聞かせ＜

通年＞）

・畑での栽培（各学年）３年生は地域の畑を借りて実施

・多摩川の活用（ガサガサ体験、多摩川をきれいに

しよう）

・校内の水田における田植え、収穫

・サマースクールでの中学校との連携

・伝統文化こども教室の実施（創作はり絵 お琴）

・狛江高校吹奏楽部の本校での演奏会の実施

狛江市立狛江第三小学校

校 長 宮 内 正 秀

副校長 下 島 保 光

児童数 502人

学級数 18学級

（通常学級16、特別支援学級（通級）2）

・メディアセンター（学校図書館やコンピュータ）

を活用した調べ学習

・読書活動の充実

・より個に応じた算数少人数指導

・６年生全員のブラスバンド活動

・固定・通級学級を核とした特別支援教育の充実

・地域の自然を生かした体験的学習

狛江市立緑野小学校

校 長 佐 藤 正 志

副校長 川 﨑 貴 志

児童数 614人

学級数 23学級

（通常学級18、特別支援学級（固定）２
特別支援学級（通級）3）

・学期ごとの２週間の読書週間

・縦割り班（異学年）交流

・野川での自然観察と清掃活動

・芝生を活用した教育活動

・東京都スポーツ教育推進校としての取組

・学期毎に学校公開週間を開催

・特別支援学校3校との居住地校交流の実施

狛江市立狛江第五小学校

校 長 尾 川 光 男

副校長 坂 本 亙

児童数 530人

学級数 17学級

中学校

特色ある主な教育活動学校名、校長名・副校長名等特色ある主な教育活動学校名、校長名・副校長名等

・全校で取り組む「生徒の学習力、教師の授業力の

向上」

・特色ある選択教科「琴」の開設

・銀杏募金活動と全校ボランティア活動の推進

・地域清掃ボランティア活動「和泉の日」

・PTAと協働のあいさつ運動、おやじの会との連携

・全校読書活動、校内緑化活動「ふれんどおり」花壇

・学年別学習シラバスの作成・通年の活用

狛江市立狛江第三中学校

校 長 斉 藤 茂 好

副校長 和 田 文 宏

生徒数 243人

学級数 ７学級

・少人数指導による授業の充実

・授業研究の実施による指導力向上

・特別支援学級と通常学級との交流

・多摩川清掃、学校周辺清掃、老人ホームの慰問等

のボランティア活動

・ＰＴＡや第一育成委員会（月１回本校にて開催）

等との連携

・指導評価計画の作成、配布

・朝読書の実施

狛江市立狛江第一中学校

校 長 池 田 信 也

副校長 市 村 扶二夫

生徒数 322人

学級数 13学級

（通常学級10、特別支援学級（固定）３）

・少人数指導による授業の充実

・合唱活動をとおした豊かな心の育成

・異年齢活動による行事の充実

・朝の一行日記の活動による生徒と教師のコミュニ

ケーションの充実

・地域の方・PTAの方とつくる「THE・四中スペ

シャル」

・生徒会中心の季節行事・ボランティア活動

狛江市立狛江第四中学校

校 長 河 野 美 和

副校長 跡 邊 昭 枝

生徒数 299人

学級数 ９学級

・習熟の程度に応じた選択授業の開設（国語・数学・

英語）

・地域を重視した職場体験学習

・合唱をとおした異年齢活動による情操教育

・文化発表会の重視

・教育的ニーズに応じた特別支援教育

狛江市立狛江第二中学校

校 長 佐 藤 方 直

副校長 遠 江 義 智

生徒数 360人

学級数 12学級

（通常学級10、特別支援学級（通級）２）

市内小中学校の先生たちは、学期中はもちろん長期休業日等を活用して以下の研修会等に積極的に参加し、授業力や課題解決力の向上を図っています

回 数時 期研 修 名回 数時 期研 修 名

３回通年副校長研修会２回通年校長研修会

15回※通年初任者研修５回通年主幹研修会

２回※通年２・３年次研修４回夏季休業中教育課題研修（心の教育、キャリア教育など）

２回※通年４年次研修１回１月特別支援教育研修会（特別支援学校との連携）

２回夏季休業中情報教育研修会（情報モラルについて）３回夏季休業中教育相談研修会（児童理解、外部機関との連携）

１回夏季休業中救急救命講習会（救急救命、応急手当について）３回夏季休業中人権教育研修会（学校における人権教育の基本）

１回夏季休業中理科実技研修会（実験を行う際の安全配慮）３回通年外国語活動研修会（小学校における英語活動）

※は、初任者研修、２・３年次研修、４年次研修のうち、校外で行う研修の回数です。このほかにも、授業研究など校内での研修に取り組みます。

上記の研修のほか、夏季休業中には、東京都主催、もしくは近隣市と合同で開催される選択課題式の研修に多数の先生方が参加しています。


